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研究成果の概要（和文）：　典型的なキャパシティ制約型産業であるホテル業に対して質問票調査を実施し、短期的な
収益性に影響を及ぼす価格コントロールと長期的な収益性に影響を及ぼす価格コントロールの違いについて検証した。
短期的財務尺度についていうと、繁忙期であるか閑散期であるかによってサービス業が目指すべき収益管理の力点に違
いが生じていることが明らかになった。従来のレベニュー・マネジメントの議論は価格面のコントロールに着目するこ
とが多かったが、需要予測という計画面に着目すること、またキャパシティ・コントロールの側面も注目すべきである
ことが明らかになった。
　　

研究成果の概要（英文）：　I tried to find the difference of management control practices between short 
term price control and long term price control by sending questionnare to hotels which are typical 
capacity-constraint companies. To enhance short term financial measure, importants control measures which 
should be emphasized are different by whether it is high season or not. Though many revenue management 
articles focusd on price control, I found that demand forecast phase and capacity control phase are also 
so important to enhance short term financial measures especially in high season.

研究分野： 管理会計
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１．研究開始当初の背景 
   
 従来、管理会計において、価格のコントロ
ールに関する研究は主流をなしていたとは
言い難い。管理会計領域で価格の検討が行わ
れるときは、伝統的なマーケティング文献か
ら引用される価格設定方法、もしくはコスト
積み上げ方式（およびその金額に適正利潤を
加算した金額）が用いられてきた。しかし、
近年、サービス業を中心に価格のコントロー
ルは大きく変貌した。価格設定段階において
も、従来モデルが前提としてきた一物一価の
法則は崩壊し、ターゲットとする顧客別に多
様な値付けがなされるようになった。また、
米国の航空会社を源とするレベニュー・マネ
ジメントの手法が多くのサービス産業で導
入され、いったん価格が設定された後も需要
状況に応じた柔軟な価格のコントロールが
行われるようになっている。 
 日本企業においても以上のような柔軟な
価格コントロールの実務が見られるように
なったが、研究面では現状に沿った形で理論
の構築がなされているとは言いがたかった。
研究代表者は、管理会計の視点からみると、
現状の理論には以下の問題点が存在すると
考えた。 
（１）レベニュー・マネジメントやダイナミ
ック・プライシングといった一連の価格戦略
の研究は、海外の知見を日本に紹介、一部導
入するといった段階にとどまっている。日本
企業の商慣行との親和性については十分な
検討がなされていない。また、日本企業の価
格コントロールの実務には諸外国と比べた
時にどのような特徴があるのかが明らかに
されていない。 
（２）価格戦略の研究の主眼が短期的な収益
の最大化におかれている。サービス産業の費
用構造は短期的に削減の難しい固定費の比
率が高いのは事実である。しかし、多様な価
格戦略に伴い発生する費用面の検証を同時
に行い、市場投入時のみならず、市場投入後
の価格のコントロールも含めた、体系的な利
益管理モデルを構築する必要がある。 
 本研究の意義は、これまで研究代表者が論
文執筆・学会発表を行ってきた収益管理、顧
客価値管理のための理論を進展させ、キャパ
シティ制約型サービス産業（航空、ホテル、
飲食、携帯電話、スタジアム、劇場など）に
適した価格コントロールのフレームワーク
を提示する点にある。 
 
２．研究の目的 
 
 本研究の目的は、管理会計の視点から、サ
ービス産業を対象として①サービス商品の
価格コントロールの体系（計画段階から統制
段階までを含む）を明らかにし、②既存の文
献で提示されてきた単なる短期的な収益の
最大化ではなく、長期的な顧客生涯価値の最
大化を実現できる価格コントロールのため

の枠組みを提示することであった。 
 また、管理会計研究という視点から、価格
コントロールの管理上の側面、とりわけマネ
ジメント・コントロールとの関係性も明らか
にする必要があると考えた。なお、本研究は
サービス産業のなかでも、販売可能数量がキ
ャパシティによって制約されるキャパシテ
ィ制約型のサービス産業を対象とした。 
 
３．研究の方法 
 
 本研究の方法は、大きく 4 つに分類できる。
文献研究、企業への訪問調査、アンケート調
査の実施、海外学会報告である。以下では、
それぞれについて述べる。 
 
（１）文献研究 
 価格のコントロールについては、海外の文
献（書籍およびジャーナル）に厚い研究の蓄
積がある。また、レベニュー・マネジメント、
ダイナミック・プライシングについても、欧
米において様々な分野の研究者によって研
究がなされている。これらの知見を丹念に把
握し、仮説が策定した。 
 
（２）訪問調査 
 国内外の企業への訪問調査を実施した。ま
た、学会への出張や国内・海外研究機関への
訪問も積極的に実施した。キャパシティ制約
型サービス産業における研究の蓄積は製造
業に比べて圧倒的に少なく、事例研究の量も
十分とは言えない。したがって、具体的な問
題点の発見や仮説に関するディスカッショ
ンを行うために数多くの企業訪問を行う必
要があった。 
 
（３）質問票調査 
 キャパシティ制約型サービス産業におけ
る顧客価値の測定及びマネジメントの実態
を把握し、策定された仮設の検証を行うため
に質問票調査を実施した。質問票調査の結果
は統計的に解析し、全 6 回の学会報告や論文
の執筆に活用されることになった。また、質
問票調査後の企業への質問や企業への訪問
を通じて、多くの企業と研究上の良好な関係
を構築することができた。 
 
 
（４）国内・国際学会報告 
 本研究の成果は、国内・国際学会報告を通
じても発信することができた。本テーマにつ
いて国内では 2 回、海外では 4 回の学会報告
を行うことができた。研究内容を海外に発信
すると同時に、学会の参加を通じて研究上の
関係を構築することができた。 
 
４．研究成果 
 
 研究成果は多岐にわたるが、質問票調査を
通じて明らかになった経営管理上の側面と



訪問調査を通じて明らかになった面とに分
けて提示する。 
 
（１）質問票調査による結果 
 
 研究代表者は典型的なキャパシティ制約
型産業であるホテル業に対して質問票調査
を実施し、短期的な収益性に影響を及ぼす価
格コントロールと長期的な収益性に影響を
及ぼす価格コントロールの違いについて検
証した。分析方法は因子分析及び多重回帰分
析である。また、分析は閑散期と繁忙期とに
分けて実施されている。なぜなら、比較的需
要の多い繁忙期と集客が難しい閑散期とで
は経営管理上の力点が異なると考えられる
からである。レベニュー・マネジメントの一
連の流れを経営管理上の流れと関わらせて
示すと以下の通りとなる。その結果明らかに
なった点は以下の通りである。 
 
 

 短期的な財務尺度の向上に貢献するため
の要因としては、レベニュー・マネジメント
の導入環境の整備は、繁忙期の財務尺度の向
上のみに貢献していた。すなわち、レベニュ
ー・マネジメントに適した環境を整備しても、
閑散期の短期的な財務尺度の向上は困難で
あることが明らかになった。また、マネジメ
ントサイクルの観点から見ると、計画段階に
おける需要予測を重視することが、繁忙期に
おいても閑散期においても短期的な財務尺
度の工場に正の影響を及ぼしていた。すなわ
ち、需要予測の重要性が明らかになった。短
期的な財務尺度の向上のためにも、キャパシ
ティ制約型のサービス産業は計画段階を重
視すべきである。この主張は、先行研究の結
果ともおおむね一致するものである。 
 また、計画段階におけるキャパシティ・コ
ントロールの重視は閑散期における短期的
な財務尺度の向上に正の影響を及ぼしてい
た。これに対して、実行段階における価格の
コントロールは、閑散期の短期的な財務尺度
の向上に負の影響を及ぼしていた。この点か
ら、閑散期には需要予測を重視し、価格より
もキャパシティのコントロールを通じて短
期的財務尺度の向上を試みることが望まし
いことが明らかになった。 
 短期的財務尺度についていうと、繁忙期で
あるか閑散期であるかによってサービス業
が目指すべき収益管理の力点に違いが生じ
ていることが明らかになった。この点は大き

な発見である。また、従来のレベニュー・マ
ネジメントの議論は価格面のコントロール
に着目することが多かったが、需要予測とい
う計画面に着目すること、またキャパシテ
ィ・コントロールの側面も注目すべきである
ことが明らかになった。 
 次に、長期的な財務尺度に影響を及ぼす要
因について検証を行った。とりわけ、着目す
べきは、短期的な実行段階における価格コン
トロールが新規顧客の獲得には正の影響を
及ぼしていると考えられているのに対して、
リピーターの育成には負の影響を及ぼすと
考えられている点である。長期的な財務尺度
を向上させるためには、既存顧客と新規顧客
の両方に対してメッセージを送り、育ててい
くことが重要である。しかし、現実には価格
コントロールは異なるメッセージを送るこ
とになる可能性があることが示唆された。 
 価格による訴求は新規顧客を幅広い層か
ら獲得する際には有効である。しかし、リピ
ーターの維持・増加を狙い、その販売単価を
向上させようと試みる場合には負の影響を
及ぼす可能性がある。すなわち、ターゲット
顧客の選定によって、どのようなコントロー
ルをすべきかが異なることが明らかになっ
た。 
 
（２）訪問調査による結果 
 
質問票調査の結果に基づき、数多くの企業

を訪問し、その結果の検証を行った。その結
果はおおむね、質問票調査結果の内容を支持
するものであった。 
ただし、いくつかの注目すべき違いもあっ

た。第 1に、レベニュー・マネジャーの組織
における権限や組織の中でどの部署に所属
しているかと言った問題が、価格コントロー
ルの有用性に大きな影響を及ぼしているこ
とが明らかになった。優秀なレベニュー・マ
ネジャーであっても、その権限を十分に発揮
できないポジションにおかれている場合に
は当然のことながらその経営管理に対して
与えうる影響は小さいものとなる。実務では、
そのような状況が頻発していることが明ら
かになった。 
第 2に、現在のレベニュー・マネジメント

は近年に実施されるようになったものでは
なく、従来から多くのホテルでは代理店の使
い分け、発売時期のコントロールによって擬
似的なレベニュー・マネジメントを行ってき
たことが明らかになった。この擬似的なレベ
ニュー・マネジメントにおいてはキャパシテ
ィ・コントロールはある程度可能であるが、
精緻な価格コントロールが不可能であるた
め、その効果は限定的なものとなっている。
そのため、短期的な収益性の向上のために十
分な効果を発揮してきたとは言いがたい。し
かし、従来の収益管理とレベニュー・マネジ
メントの関係が断絶したものではなく、連続
的な一連の流れとして理解できる点は本研

レベニューマネジメント業務の流れ
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究における大きな発見であった。 
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